























































国外に目を向けると，College and Research Libraries Newsによる 2016年のトップトレンドは，
11項目のうち4項目が本講で取り上げる研究データ管理とデジタルスカラーシップコモンズに関
わる内容であった 6。すなわち，研究データサービス（Research data services: RDS），データポリシ
ーとデータ管理計画（Data policies and data management plans），RDS のための専門能力開発
（Professional development for librarians providing RDS），デジタルスカラーシップ（Digital scholarship）
が取り上げられている。次章からは，それぞれの内容について概説する。 
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